
（別紙４）

〜 令和7年3⽉21⽇
（対象者数） 5 （回答者数） 2

〜 令和7年3⽉21⽇
（対象者数） 3 （回答者数） 3

〜 令和7年3⽉21⽇
（対象数） 4 （回答数） 3

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

地域ニーズの把握や支援の質の向上に努め
ていく。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

研修等を充実させることにより、職員の育
成及びスキルアップに努めて⾏く必要があ
る。⽇々の支援を⾏う中で支援ノウハウを
構築していく。

2

3

○事業所名 荒川区区⽴⼼⾝障害者福祉センター 
○保護者評価実施期間 令和7年3⽉10⽇
○保護者評価有効回答数

令和7年3⽉12⽇
○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成⽇ 令和７年３⽉２４ ⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数
○訪問先施設評価実施期間 令和7年3⽉12⽇

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

事業を開始してからまだ年数が少ないため
経験が不⾜していること。

新規事業として⽴ち上げたが、事業モデル
の構築中であること。

専門職により専門性を生かした支援を提供
できる体制を整えていること。

児童発達支援センターの機能を活用し、情
報の収集や会議の開催など⾏っている。

事業所における自己評価総括表公表


